
将来人口の推計
・地区の将来人口を推計すると、年々人口は減少し、平成32年には4,319人、平成42年には3,918人となると推計されて
います。

・65歳以上高齢化率も平成32年には37.0%、平成42年には44.4%になると推計されています。

② 地区の人口
・地区の人口は4,684人、世帯数は1,757世帯で、町全体
の人口の22.8%を占めています。
・年齢別にみると、「0～ 14歳」が515人、「15～ 64歳」が
2,804人、「65歳以上」が1,355人で、65歳以上の高齢
化率は29.0％となっており、町全体の高齢化率29.6%より
もわずかに低くなっています。
・人口ピラミッドをみると、男性では「20～ 24歳」と「60～
64歳」が多く、女性では「70～ 74歳」も多くなっているもの
の、「15～ 19歳」「20～ 24歳」「60～ 64歳」も多くなっ
ています。しかし、年々少子高齢化は進行しています。

内海地区の概況

内海地区の主要課題 まちづくりの目標

人口・世帯の状況 （平成22年国勢調査） 出生数の推移

これまで内海地区の観光の目玉であっ
た海水浴の客が減少し、観光業は低迷
しています。四季を通じて集客を図る
ために、砂浜等の既存の観光資源の保
全に加えて、新たな核となる観光資源
の開拓・整備が必要です。また、観光
業者だけではなく、漁業者、農業者、
商工業者などが連携して観光に取り組
んでいくことが必要です。

町の玄関口である内海駅は、エレベー
ターが設置されていないなど、ユニバー
サルな環境整備が求められています。
また、南知多ＩＣからのアクセス道路沿
いは地区の玄関口でありながら荒地が
多く、景観整備が求められています。
区画整理などを通じた若い世代の定住
促進のための受皿づくりも課題となって
います。内海川及び内海港の整備が求
められています。

内海地区は観光の町であることから、
住民は当然のことながら、初めて内海
地区を訪れた人も避難しやすい環境整
備が求められています。特に、津波一
次避難場所までの避難路の整備が課題
となっています。

地域には町民会館や郷土資料館など教
育・文化施設は充実していますが、町
民会館など老朽化への対応と活用方法
の検討が必要です。また、子育て施設
は十分とは言えない状況です。内田佐
七家や寺社など観光資源となりうる歴
史文化資源が豊富であり、それらの有
効活用が求められています。

観光業を始め、全体的に産業が低迷し
ていることから、若者が夢を持って働く
ことができる雇用の場がなく、近隣市
町に通勤している若者が多くなっていま
す。地域の産業活性化のためにも、魅
力的な雇用機会を創出することが求め
られています。

課題❶ 観光業の活性化

課題❷ 都市基盤の整ったまちづくり

課題❸ 災害に強いまちづくり

課題❺ 雇用機会の創出

課題❹ 教育文化資源の充実・活用

自然や農産物・海産物など、地域にある新たな観光資源を掘り
起すとともに、おもてなしの環境・心づくりにつとめ、四季を通
じて楽しめる観光のまちをめざします。

町の玄関口にふさわしい内海駅周辺の商業地形成を進めるとと
もに、誰もが利用しやすい内海駅周辺の環境整備を進めます。
また、安全・安心な住宅地や道路、河川・港湾整備を進める等、
都市基盤の整ったにぎわいのあるまちをめざします。

観光客も避難しやすい避難タワーや津波一次避難場所の整備、
安全に逃げることができる避難路の整備をすすめ、地震・津波
に強い安全・安心なまちをめざします。

町民会館の活用方法を検討し教育・文化施設の充実を図るとと
もに、内田佐七家を中心に歴史探訪ゾーンを整備するなど、観
光を考慮した教育・文化のまちをめざします。

地域内の事業者が業種を超えて連携し、６次産業化による産業
の活性化を促進します。そして、６次産業を中心とした若者に
魅力的な雇用のあるまちをめざします。

目標 1
四季を通じて
楽しめる
観光のまち

目標 2
都市基盤の
整った

にぎわいのある
まち

目標 3
地震・津波に
強い

安全・安心な
まち

目標 4
観光を考慮した
教育・文化の
まち

目標 5

若者に魅力的な
雇用のあるまち

① 地区の概況
・内海地区は町内で唯一、鉄道駅を有する本町の玄関口です。名古屋市への通勤も可能で利
便性の高い地区となっています。
・日本の渚百選にも選ばれた「千鳥ヶ浜」があり、ビーチバレーコートが常設されています。夏
には海水浴客でにぎわい、大規模な集客イベントも開催されています。
・地区内には温泉旅館も多くあります。また、貝塚や寺社などの名所・歴史的建造物やレジャー
施設があり、味覚狩り等の様々な体験メニューも用意されている観光地になっています。
・国道247号沿いには商業施設の立地が進行しています。また内陸部には森林や基盤整備さ
れた農地が広がっています。地区内には内海高校や特別養護老人ホームも立地しています。

計画の趣旨

策 定 経 過

この計画は、地区の皆様とともに、法規制や財政の制約にとらわれず地域の夢をのせた将来像を描いたものです。
ひとつでも多くの事業が実現できるように地域と行政が力を合わせて取り組んでまいります。

地区住民会議を３回開催しました。　第１回　平成24年11月　8日『地域の課題を考えよう』
　　　　　　　　　　　　　　　　第２回　平成24年12月　4日『地域の振興計画を考えよう』
　　　　　　　　　　　　　　　　第３回　平成25年　1月22日『地域の振興計画案の仕上げ』

平成17年と平成22年の人口ピラミッドの推移
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1 四季を通じて楽しめる観光のまち

主な事業・取組 ハード面を中心にした事業等 …住民会議等で提案された事業・取組 …既存計画で位置づけされている事業・取組

　 農業観光振興ゾーンの整備　・休耕地を活用した貸農園など、農業観光振興ゾーンの整備
　 滞在型観光施設の整備
・滞在型の観光客を増やすため、バンガロー村跡地を活用したキャンプやバーベキューなどができる
滞在型観光施設の整備

　 イベント施設の整備　・観光センターを建て替え、音響施設の整ったイベント施設の整備
　 釣り公園の整備　・気軽に安全に釣りを楽しんでもらうための釣り公園の整備
　 「道の駅」の整備　・JA等と協力して農産物の直売を行う「道の駅」の整備
　 「海の駅」の整備　・海産物や土産を販売するような「海の駅」の整備
　 マリンスポーツ客向けの環境整備
・無料のシャワーや更衣室など、マリンスポーツ客が海を楽しみやすい環境の整備

　 レクリエーション地区の整備
・南知多グリーンバレイを中心として、四季を通じて楽しめるレクリエーション地区の整備

　 駐車場の整備　・護岸整備と合わせた、四季を通じて駐車することができる駐車場の整備
　 内海駅周辺の観光客に向けたサイン整備・観光情報の充実
・内海駅に着いた観光客が道に迷うことなくまちを楽しめるよう、おもてなしの気持ちを込めた案内板
などのサイン整備・観光情報の充実

　 観光客の利用にも配慮した新たな近隣公園の整備
・内海緑地公園等の近隣公園を観光資源として整備・活用

　 砂浜の保全・美化
・砂の流出を防ぐための環境整備による砂浜の保全
・美しい砂浜を保全するための海岸保護条例などのルールづくり

　 新たな観光スポットの開拓
・四季を通じて内海地区に観光に来てもらえるよう、各集落の祭事や砂浜のイルミネーション、オリー
ブ街道などの海水浴以外の新たな観光スポットの開拓

　 特産品のブランド化
・他地域との差別化を図り観光の振興に資する南知多町の特産品のブランド化の推進

　 観光情報の発信の充実
・町観光協会ＨＰ「ふらっと南知多」などを活用して、地区のイベントや季節の情報など最新の観光情報
の発信強化

　 観光推進体制の整備
・地区全体での観光まちづくり推進に向けた、観光業や農業や漁業、商工業などの多様な関係者の連
携による推進体制の構築

観 光

3 地震・津波に強い安全・安心なまち

　 避難タワーの整備
・内海サービスセンターなどに、観光客にも住民にもわかりやすく避難しやすい避難タワーの整備

　 避難所を兼ねた文化複合施設の整備
・避難所を兼ねた民俗資料館や図書館、体育館などの文化複合施設の整備

　 津波一次避難場所及び避難路の整備
・高齢者や車いすでも安心して避難できるよう、避難路の拡幅や舗装の整備、草刈り等の強化
・身近に避難できる新たな津波一次避難場所の整備
・避難場所や避難路を示す案内板などの設置と住民への周知徹底

　 特別養護老人ホーム周辺の維持・保全

防 災

福 祉

4 観光を考慮した教育・文化のまち

　 避難所を兼ねた文化複合施設の整備　※再掲
・避難所を兼ねた民俗資料館や図書館、体育館などの文化複合施設の整備

　 歴史探訪ゾーンの整備 （　　歴史・文化資源の保全・育成）
・尾州廻船内海船船主内田佐七家を中心として歴史的な寺社が集まるこの地域を、歴史に触れ・学びな
がら歩くことができるよう、歴史探訪ゾーンとして整備

　 空き家を活用したアートギャラリーの整備
・芸術家を招き、空き家をアトリエとして提供するとともに、空き家を活用して作品を展示してもらう
アートギャラリーを整備

　 公共施設等の管理運営制度の整備
・公園や施設を地域が主体となって自分たちで管理・運営できるような制度づくり

　 資料館のPR強化　・資料館にある貴重な資料を有効活用するための資料館のPR強化
　 梅原邸の環境整備及び活用　
・梅原邸（哲学者 梅原猛先生が青少年時代を過ごした家）の保存・活用にむけた家屋及び所蔵品等の

教 育・文 化

5 若者に魅力的な雇用のあるまち

　 6次産業化の促進
・観光業や農業、漁業、商工業などの多様な関係機関の連携による６次産業化の促進及び雇用機会の創出

雇 用

2 都市基盤の整ったにぎわいのあるまち

　 人にやさしい内海駅及び周辺地域の環境整備 （　  内海駅周辺のバリアフリー化の促進）
・誰もが利用しやすい駅になるよう、エレベーター設置など内海駅のバリアフリー化の推進

　 内海駅周辺のにぎわいづくり
・内海駅周辺が町の玄関口にふさわしい商業地となるよう、商業施設の集約化やオリーブ街道の活性
化などによる観光客にも住民にも便利で魅力的なにぎわいづくり

　 住宅地の整備（内海第二区画整理） ／ 　 都市的な土地利用への転換の可能性を検討
・内海第二区画整理地区における住宅地の整備

　 安全・安心な住宅地の整備
・安全・安心な住宅地を整備するため、第二区画整理計画の高台への移転の検討

都市基盤整備

住 宅 地 整 備

道 路 整 備

漁港・河川整備

エ ネ ル ギ ー

集 落 の 再 編

　 景観に配慮した市街地へのアクセス道路のにぎわいづくり（南知多ICから市街地まで）
・車で内海地区に訪れる観光客にとっての玄関口にあたる南知多ＩＣから市街地までのアクセス道路周
辺の景観整備及び規制緩和等による沿道サービスの立地促進

　 国道247号の整備　・歩道整備等による安全な移動空間づくり
　 （都）知多西部線の整備 ／ 　 （都）内海通線の整備 ／ 　 （都）河和内海線の整備
　 （町）内海山海線の整備 ／ 　 広域農道の整備（内海地区は完成）
　 細街路網の再編・整備（狭隘道路・行き止まり道路の解消）

　 内海港の老朽化対策 ／ 　 内海川の早期整備

　 自然エネルギーの誘致
・緑地や遊休地を活用した風力発電などの自然エネルギー発電施設の誘致

　 地区の集落再編の検討　・現在の地区の状況に応じた集落の再編の検討



凡　　例

内海地区振興基本計画図
まちづくり目標まちづくり目標

目標1 四季を通じて楽しめる観光のまち

目標3 地震・津波に強い安全・安心なまち標3 地震 津波に強い安全 安心なまち

目標4 観光を考慮した教育・文化のまち目標4 観光を考慮した教育・文化のまち

目標5 若者に魅力的な雇用のあるまち

目標1 四季を通じて楽しめる観光のまち

目標3 地震 津波に強い安全 安心なまち目標3 地震・津波に強い安全・安心なまち

目標2 都市基盤の整ったにぎわいのあるまち

将来像
四季を愛でる　観光のまち

…住民会議等で提案された事業・取組 …既存計画で位置づけされている事業・取組
0 1,000 2,000500

地図に表示できない事業

め

目標１ 四季を通じて楽しめる観光のまち
目標２ 都市基盤の整ったにぎわいのあるまち

目標３ 地震・津波に強い安全・安心なまち

目標４ 観光を考慮した教育・文化のまち
目標５ 若者に魅力的な雇用のあるまち　

市街化区域

道路：未整備
道路：整備済

津波一次避難場所

町民会館町民会館町民会館

内海小学校内海小学校内海小学校

内海内海
サービスセンターサービスセンター
内海
サービスセンター

内海中学校内海中学校内海中学校

内海駅内海駅内海駅

津波一次避難場所及び避難路の整備津波一次避難場所及び避難路の整備

（町）内海山海線の整備（町）内海山海線の整備

避難タワーの整備

避難所を兼ねた
文化複合施設の整備
資料館のＰＲ強化

歴史探訪ゾーンの整備（　 歴史・文化資源の保全・育成）

景観に配慮した市街地への
アクセス道路のにぎわいづくり
　　（南知多ＩＣから市街地まで）

梅原邸の環境整備及び活用

「海の駅」の整備
マリンスポーツ客向けの環境整備
駐車場の整備
観光客の利用にも配慮した新たな
近隣公園の整備
新たな観光スポットの開拓
特産品のブランド化
観光情報の発信の充実
観光推進体制の整備
安全・安心な住宅地の整備
細街路網の再編・整備
（狭隘道路・行き止まり道路の解消）
自然エネルギーの誘致
地区の集落再編の検討
公共施設などの管理運営制度の整備
6次産業化の促進

　内海駅周辺の観光客に向けたサイン整備・観光情報の充実
　人にやさしい内海駅及び周辺地域の環境整備
　（　 内海駅周辺のバリアフリー化の促進）
　内海駅周辺のにぎわいづくり

（都）知多西部線の整備

滞在型観光施設の整備

内海港の老朽化対策

内海川の早期整備

レクリエーション地区の整備レクリエーション地区の整備レクリエーション地区の整備

釣り公園の整備

イベント施設の整備

特別養護老人ホーム周辺の
　維持・保全

農業観光振興ゾーンの整備

空き家を活用したアートギャラリーの整備

広域農道の整備
(内海地区は完成)

（都）河和内海線の整備（都）河和内海線の整備

（都）内海通線の整備（都）内海通線の整備（都）内海通線の整備

（町）内海山海線の整備

「道の駅」の整備

砂浜の保全・美化

津波一次避難場所及び避難路の整備

国道247号の整備

住宅地の整備（内海第二区画整理）
都市的な土地利用への転換の可能性を検討


	01内海up
	01内海down
	01内海地図面

